平成30年度　高次脳機能障がい普及啓発促進事業　実施状況について
〇社会福祉法人　堺市社会福祉事業団に委託して実施
○内容
高次脳機能障がい普及啓発促進事業
　「聞いて・見て・知って『高次脳機能障がい』のこと」
・日　時：平成31年２月３日　日曜日　13:00～16:00　　

・場　所：堺市産業振興センター　イベントホール
・内　容：第1部　情報提供
　　　　　①高次脳機能障がいとは～発症要因と代表的な症状、リハビリテーションについて～

講師：岩﨑道治 氏
（生活リハビリテーションセンター　臨床心理士）

②高次脳機能障がい支援のための社会制度　～大阪府高次脳機能障がい相談支援センターに寄せられる相談から～

講師：大西京 氏
（大阪府障がい者自立相談支援センター支援コーディネーター）

第２部　パネルディスカッション
 「聞いて・見て・知って『高次脳機能障がい』のこと」

司会：増田基嘉　氏（生活リハビリテーションセンター　所長）

①講演「家族の想いと当事者・家族会活動について」

講師：納谷保子 氏（堺脳損傷協会会長）

②講演「家族として何かできること、また、家族だからこそできること」

講師：石橋佳世子 氏（頭部外傷や病気による後遺症をもつ若者と家族の会事務局長・NPO大阪脳損傷者サポートセンター理事）

③大阪府内の当事者会・家族会による意見交換会
・参加者数：２９６名(登壇者14名を含む)
　＊アンケートの感想・意見
　　・当事者・家族会の方々の活動が実際にお話を聞くことでわかったので良かった。
　　・実際の経験からの話は参考になった。

　　・グループホームについての話が良かった。親がいなくなった後、安心して生活を送れる場所がもっと増えてほしい。
　　・社会制度について知らなかったので参考になった。
　　・当事者、サポーター、行政の三位一体の取り組みで良かった。
　　・どういったリハビリをするとか、こうしたら改善したというような話を期待していた。
　　・高次脳機能障がいについてまだまだ知らない人が多い。また、サポートする人が少ない。
　　・知らない人にも知ってもらうため、継続的にこういうイベントを通じて情報発信をすることが大切。当事者家族になって「知っていたら…」
　　　と思うことが多い。
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